
調 布 都 市 計 画 下 水 道 の 変 更 

（ 狛 江 市 決 定 ） 

 

都市計画狛江市公共下水道を次のように変更する。 

 

１　下水道の名称 狛江市公共下水道 

 

２　排水区域 

「排水区域は総括図表示の通り」 

（備考）面積　約 585.5ha（うち処理区域約 585.5ha） 

 

３　下水管渠 

 

４　その他の施設 

 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

名　称
位　置

備　考  
起　点 終　点

 
覚東幹線

世田谷区喜多見町七

丁目
和泉本町一丁目

流域下水道 

 野川第一幹線に接続

 
和泉上幹線 和泉本町一丁目 和泉本町一丁目 覚東幹線に接続

 
猪駒汚水幹線 岩戸北四丁目 駒井町一丁目

流域下水道 

 野川第一幹線に接続

 
根川雨水幹線 元和泉三丁目 中和泉五丁目 多摩川へ放流

 
名　称 位　置 備　考

 
狛江ポンプ場 狛江市東和泉一丁目地内 約 350ｍ2

 
根川雨水幹線ポンプ場 狛江市中和泉四丁目地内 約 552ｍ2

 
多摩川雨水幹線ポンプ場 狛江市駒井町三丁目地内 約 573ｍ2



都市計画の案の理由書 

 
１　種類・名称 
　　調布都市計画下水道狛江市公共下水道 
　　 
２　理由 

本市では、「狛江市都市計画マスタープラン・立地適正化計画（令和４年 12 月）」

における防災指針において、内水リスクを低減する取組のひとつとして、排水ポンプ

施設等の整備推進を示している。 
「狛江市下水道浸水被害軽減総合計画（令和５年１月）」においては、令和元年東

日本台風による浸水被害を受け、再度災害防止の観点から、多摩川雨水幹線流域等で

浸水被害軽減を図ることとしている。 
これらに基づき、多摩川雨水幹線下流域の浸水被害の軽減を図るため、浸水原因の

精査及び再度災害防止の検討を行った結果、新たな排水ポンプ施設を設置することで、

排水能力を増大することとしたため、多摩川雨水幹線ポンプ場をその他の施設に追加

するものである。  
なお、新たな排水ポンプ施設は、多摩川雨水幹線流域のすべての雨水を集めて排水

するために流域の最下流部に位置することが必要であり、駒井町三丁目の用地を選定

した。 
 

 

 

 



狛江南部第２排水区
（分流・雨水）

約 95ha

(区部雨水幹線へ流出)
約 80ha

狛江南部第１排水区
（分流・雨水）

約 80ha

根川排水区
（分流・雨水）

約 18ha

調布市より
区域外流入
約 171ha

調布市より
区域外流入
約 25ha

調布市より
区域外流入
約 58ha

根川雨水幹線

4.0ｍ　L＝約 1,030ｍ

根川雨水幹線ポンプ場
中和泉四丁目
Ａ＝約 552㎡

多摩川雨水幹線ポンプ場
駒井町三丁目
Ａ＝約 573㎡

凡　　　　　例
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